
動的アドレス環境における 

メディアサーバでのコンテンツ URL の管理・提供方法 

森岡 靖太†  寺本 圭一‡ 

株式会社東芝 研究開発センター 

 

1. はじめに 

PC やハードディスクビデオレコーダの普及によ

り、家庭での AV メディアのデジタル化・ネットワ

ーク化が進行しつつある。近い将来、各 AV 機器に

蓄積された AV コンテンツは宅内のどこからでも再

生・操作可能になる世界が到来する。ただし、その

実現方法を考えてみると、AV 機器個別に AV コン

テンツを管理するメディアサーバ機能を持たせる場

合、モデルは単純に済むが、実際的な管理に難があ

る。また、宅内のコンテンツをただ一箇所の機器に

おいて一元化して管理するメディアサーバの導入を

想定すると、周囲 AV 機器が抱えるコンテンツの追

加・削除のような状態変化を的確に把握し続けるこ

とが問題となる。 

加えて、宅内では動的な IP アドレス管理が行な

われることが多く、前記一元化メディアサーバを用

いる形態においても、コンテンツ実体先の URL は

時々変化する可能性があるため、メディアサーバ機

能を持つ AV 機器の IP アドレス変化に対して効率

的に追従できることが要求される。 

本稿では、UPnPTM(Universal Plug and Play) AV が

用いられ、動的な IP アドレス管理がなされるネッ

トワーク環境において、コンテンツメタ情報を一元

管理するメディアサーバが、実コンテンツ URL を

維持・管理する方法について提案する。 

 

2. UPnP AV による AV コンテンツアクセス 

ネットワーク AV 機器の相互接続規格として標準

化が進んでいる UPnP AV は、オーディオやビデオ

等の AV コンテンツを管理する MSD(Media Server 
device)、MSD から AV コンテンツを取得して再生

する MRD(Media Renderer device)の 2 種の UPnP デ

バイスと、CP(Control Point)の 3 要素で構成される。 

MSD と MRD 間では、直接 UPnP AV に基づいた

通信を行なうことはなく、CP を介して制御される。

すなわち、1.)CP は MSD,MRD を発見し、2.)MSD
の Content Directory Service を介して MSD 内のコン

テンツ一覧を得て、3.)取得したコンテンツメタ情

報内の実コンテンツ URL を MRD に伝え、4.)MRD
に実コンテンツを参照・再生させる、という流れで

動作する。 

 

 

 

 

図 1 にコンテンツメタ情報の例を示す。 

……
……
<item id=“000010" parentID=“000002" restricted=“true">
<dc:title>山の風景</dc:title>
<dc:date>2003-09-02</dc:date>
<upnp:class>object.item.imageItem.photo</upnp:class>
<res protocolInfo=“http-get:*:image/jpeg:*” >

http://192.168.0.2/query_content.cgi?id=00000010
</res>

</item>
……

コンテンツID

タイトル

日付 コンテンツ・タイプ

コンテンツ実体のURL

コンテンツ1個に対するメタデータ

 図 1. UPnP AV におけるコンテンツメタ情報の例 

 

3. 宅内でのコンテンツ管理の課題 

 宅内の AV 機器は常に動作状態にあるとは限らな

い。節電のため待機状態にある場合や、携帯可能な

機器であれば宅外に持ち出す場合がある。しかしな

がら、単純な UPnP AV の枠組では、CP はその時点

で見つかったデバイスに対してのみ検索を行うため、

実際に AV 機器が稼動していれば見えたはずの、即

ち「宅内にあったはずの、過去には見えていたはず

の」メタ情報を得ることができない。 

この問題の解決には、CP 側での解決(CP に検索

履歴を保持させる個別の解決)と、MSD 側での解決

(宅内に分散したコンテンツのメタ情報を一元管理

する MSD を置く)が考えられる。我々は、解決対

象を限定できる点から、後者の方法を採った。 

 

4. 一元化メディアサーバとその課題 

以降の議論で前提となる、一元化メディアサーバ

(MSD)は次の機能を持つ。一元化 MSD は、宅内の

各 MSD に散在する AV コンテンツのメタ情報を一

元的に管理するものであり、各 MSD にあるメタ情

報を収集し、一元化 MSD 内にツリー状に再配置す

る。CP は一元化 MSD にアクセスすると、宅内全コ

ンテンツのメタ情報が閲覧可能となる。これは以下

の利点を持つ。 

・ 永続的に保持またはキャッシュするため、ある

時点では“もはや見えない”MSD を含め、宅

内の全コンテンツメタ情報を提供できる。 

・ 元々の MSD では不十分な検索能力を代行可能。 

上記機能は、MSD の一元化に拠らず、CP 側の対応

でも実現可能だが、複数 CP 間での情報を同期する

必要がある等の新たな課題を生じさせる。 
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一元化 MSD ではメタ情報のみを保持し、コンテ

ンツ実体は各 MSD に散在させておくことができる。

即ち、CP,MRD はメタ情報の取得を一元化 MSD に

対して、コンテンツの参照は実 MSD に対して行う。 

周囲 MSD 上のメタ情報を一元化 MSD が収集・

再配置する場合、1.)コンテンツ ID の再割当てと、

2.)周囲 MSD に生じ得る状態変化への対応、が課

題となる。ここでは、後者にのみ焦点を当て、その

問題点について説明する。 

周囲 MSD の状態変化への対応については、UPnP 
AV の枠組のみを利用する場合でも、周囲 MSD の

生存・終了通知(ssdp:alive,:byebye)や状態変化通知

(ContentDirectory: SystemUpdateID,   Container 
UpdateIDs イベント)に基づいた更新が可能であるが、

周囲 MSD の能力によっては必ずしもこうした通知

が得られるとは限らない。また、その都度の更新処

理はコスト高でもある。 

また、ホームネットワークでは DHCP 等による

動的な IP アドレス管理が行なわれることが多く、

機器の IP アドレスは時間とともに変化する可能性

がある。よって、一元化 MSD にて保持されるコン

テンツ URL は、周囲 MSD の IP アドレスの変化に

追従せず、複製/更新時点のまま保持され続ける可

能性があり、結果として、CP が取得するメタ情報

で示されるコンテンツ URL は、その時点での正し

い URL でない可能性がある(図 2.)。 
このような問題に対して、周囲 MSD が保持する

メタ情報は、その内容が常時変化しているとは考え

難く、その変化は最小限であると仮定することによ

り、高コストなコンテンツメタ情報の再取得を回避

できる可能性がある。次節で、その方法を示す。 

誤った
アクセス

本来、行なわれる
はずのアクセス

一元化MSD

CP
MSD

IPアドレス変化(AAAA⇒BBBB)

複製/キャッシュ

<item id=“0003” ….>
<dc:title>夏の思い出</dc:title>
<upnp:class>…..videoItem ….
<res ..>

http://AAAA:port/content?id=3
</res>

</item>
URL指定
+再生指示

<item id=“0003” ….>
……
<res ..>

http://BBBB:port/content?id=3
</res>

</item>

<item id=“0003” ….>
<dc:title>夏の思い出…
<upnp:class>…..
<res ..>

http://AAAA:port/…..
</res>

</item>

Id=“0003”
Title=夏の思い出
Class=…videoItem…
URL=http://AAAA:port/…

MRD
状態変化毎の

再取得はコスト高

Browse応答
集約

 
図 2. 一元化メディアサーバに伴う課題 

 
5. 軽量なコンテンツ URL 管理手法 
 前記の問題を解決するため、我々は一元化 MSD
において、各々の実コンテンツ URL を IP アドレス

に非依存な形式に変換して保持しておき、CP への

応答時にその時点での IP アドレスに置換して返す

方法を採用した。IP アドレス非依存な機器識別子

には UPnP で用いられる UDN(Unique Device Name)

を採用し、UDN と IP アドレスとの対応が得られる

場合のみ、置換を行なうとした。UDN は、UPnP 仕

様で規定され、各 UPnP device に割当てられる、パ

ワーサイクルを通じて不変な識別子である。URL
のうち変化し得るのはホスト名(IP アドレス)のみで、

それ以外の要素は変化しないと仮定した。 
 本方法では、UDN と IP アドレスとの対応関係維

持が課題となる。これは、1.)UPnP の基本手順であ

る、各 UPnP device が定期的に発する機器生存通知

(ssdp:alive)をキャッシュし、2.)キャッシュにない場

合は UDN を指定した機器発見要求(ssdp:discover)を
行い、応答から UDN と IP アドレスの対を得る、の

手順を組合せることによって、UDN と IP アドレス

との対応関係を把握し続け、また不要な通信を行わ

ないよう最適化を図った(図 3)。 

適切に行なわれる、
コンテンツへのアクセス
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CPMSD

IPアドレス変化(AAAA⇒BBBB)

<item id=“0003” ….>
<dc:title>夏の思い出</dc:title>
<upnp:class>…..videoItem ….
<res ..>

http://AAAA:port/content?id=3
</res>

</item>
URL指定
+再生指示

<item id=“0003” ….>
……

<res ..>
http://BBBB:port/content?id=3

</res>
</item>

<item id=“0003” ….>
<dc:title>夏の思い出…
<upnp:class>…..
<res ..>

http://{UDN:xxxx}:port
</res>

</item>
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Title=夏の思い出
Class=…videoItem…
URL=http://BBBB:po

MRD
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IPaddr:AAAA
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 図 3. 提案するコンテンツ URL 管理手法 

 

6. 本方法がもたらす効果と課題 
互換性の面では、既存の UPnP 機器は何ら改修を

施さず利益を享受できるという利点を持つ。また、

拡張性の面では、UPnP によるデバイス発見手順が

及ぶネットワークの範囲において適用可能である。 
 
7. おわりに 

AV 機器間の通信に UPnP AV を用い、動的なア

ドレス管理がなされる環境において、分散した AV
コンテンツへの一元的なアクセスを提供するブロー

カーとしてのメディアサーバが、AV コンテンツの

実 URL を維持可能とする方法を提案した。本方法

によって、メディアサーバの実用性を向上させるこ

とが確認出来た。 
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